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1. はじめに 

大江町毛原では稲作が行われる 5 月から 10 月ま

での半年間、害獣による農作物被害を防がなければ

ならない。農作物を害獣から守る対策として集落を

防護柵で覆い囲っている。しかし、集落へ出入りす

るための生活道路は自動車や歩行者が通るため防護

柵を設置することができない。山から集落へ侵入で

きないことを理解したシカやイノシシなどの害獣た

ちは生活道路から侵入することを学習した。そこで

本研究では、生活道路からの害獣の侵入を阻止する

ため、LED ゲート、テキサスゲート、爆竹を用い

たゲート式侵入防止わなの試作と動作実験を行っ

た。結果としてシステムの一部が毛原の方からの賛

同を得られず実装は難しいと判断した。そこで、害

獣の学習能力を逆手に取った網式侵入防止わなを提

案し試作と動作実験を行った。 

2. 試作及び実験の結果 

2.1  ゲート式侵入防止わな 

ゲートとなる部分には光で撃退する LED ゲート

とした。LED の光は物体がセンサの範囲内に入る

ことで点滅する。ここで、ゲート開閉のボタンを押

すことで LED の光は消えゲートが上昇し通行する

ことができる。テキサスゲートとは蹄のある動物が

格子状の溝の部分を歩きたがらない性質を生かした

ゲートである。しかし、ゲートのみでは害獣が 3 か

月程度で危害を加えないことを学習し突破する。そ

こで、ゲートの開閉ボタンが押されずゲートを突破

するとセンサが反応し爆竹を鳴らすシステムとし

た。一度ゲートに慣れた害獣でも LED の光を見る

ことで爆竹が鳴ることを警戒し撃退することができ

る。 

図 1 に示すように試作を作成し動作させる実験を

行った。動作は実際に毛原の方に見ていただいた。

結果として、集落に入るためにボタンを押すシステ

ムに賛同を得られず実装は難しいと判断した。 

2.2  網式侵入防止わな 

賛同を得られなかったことから集落の出入りに影

響を与えずに防除をする害獣の学習能力を逆手に取

った網式侵入防止わなを試作し動作実験を行った。 

網式侵入防止わなは支柱となるはしご片側 40 ㎏

のおもり、総重量 80 ㎏のおもりを落とすことで、

地面に敷かれている網を引き上げ、害獣を包み込む

方法である。 

網式侵入阻止わなは捕獲することだけを目的とし

ていない。網が敷かれている箇所が危険であるとい

うことをあえて学習させ網が敷いている箇所を通ら

なくさせる目的がある。害獣にわなが危険であると

学習させたころで生活道路に網だけを設置すること

で生活道路からの侵入を阻止する。 

おもりが落下を始めてから網が引きあがるまでの

動作時間の実験を行った。結果平均 1.2 秒であると

わかった。害獣の捕獲は 3 秒以上かかる逃走確率が

上がるため 1.2 秒に抑えたことで逃走させる時間の

猶予を与えないことできる。 
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